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347　　採録作品一覧・著者略歴

一
九
七
五
）は
京
都
府
生
ま
れ
の
歴
史
学
者
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
中
世
史
を
専
攻
し
、
東
京
商
科
大
学（
現
・

一
橋
大
学
）教
授
を
務
め
た
。
戦
後
は
独
自
の
「
世

界
史
」
を
構
想
、
国
民
文
化
会
議
議
長
を
務
め
、
六

〇
年
安
保
に
至
る
ま
で
革
新
運
動
の
中
心
的
な
役
割

を
果
た
す
。
晩
年
は
日
蓮
研
究
を
通
じ
て
独
自
の
死

生
観
を
展
開
し
た
。
著
書
に
『
世
界
史
に
お
け
る
現

代
の
ア
ジ
ア
』（
一
九
五
六
）、『
死
者
・
生
者
』（
一
九

七
四
）な
ど
。

「
革
新
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
試
論
」

〈
初
出
・
底
本
〉『
中
央
公
論
』
一
九
六
〇
年
一
〇
月

号
。

「
中
立
日
本
の
防
衛
構
想
」

〈
初
出
・
底
本
〉『
世
界
』
一
九
五
九
年
八
月
号

坂
本
義
和（
さ
か
も
と　

よ
し
か
ず
、
一
九
二
七
―

二
〇
一
四
）は
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
出
身
の
政
治
学
者
。

丸
山
眞
男
の
ゼ
ミ
で
学
び
、
ア
メ
リ
カ
留
学
を
経
て

東
大
法
学
部
教
授
に
就
任
。
論
壇
で
も
活
躍
し
、
平

和
主
義
の
理
念
的
支
柱
と
し
て
、
多
大
な
影
響
力
を

も
っ
た
。
著
書
に
『
核
時
代
の
国
際
政
治
』（
一
九
六

七
）、『
平
和　

そ
の
現
実
と
認
識
』（
一
九
七
六
）、

『
軍
縮
の
政
治
学
』（
一
九
八
二
）な
ど
。

平
和
問
題
談
話
会（
へ
い
わ
も
ん
だ
い
だ
ん
わ
か
い
、

一
九
四
八
開
始
、
一
九
四
九
結
成
）は
、
一
九
四
八

年
の
ユ
ネ
ス
コ
に
お
け
る
社
会
科
学
者
の
共
同
声
明

に
触
発
さ
れ
て
結
集
し
た
、
共
同
研
究
組
織
。
参
加

者
は
幅
広
い
思
想
的
立
場
か
ら
五
五
人
に
お
よ
び
、

『
世
界
』
を
主
要
媒
体
と
し
て
三
度
の
共
同
声
明
を

発
表
し
た
。

「
二
つ
の
世
界
と
ア
ジ
ア
の
課
題
」

〈
初
出
・
底
本
〉『
中
央
公
論
』
一
九
五
一
年
一
月
号
、

中
央
公
論
社
。

蠟
山
政
道（
ろ
う
や
ま　

ま
さ
み
ち
、
一
八
九
五
―

一
九
八
〇
）は
群
馬
県
生
ま
れ
の
政
治
学
者
。
平
賀

粛
学
に
際
し
東
大
教
授
を
辞
任
し
た
の
ち
、
衆
議
院

議
員
と
し
て
、
近
衛
文
麿
の
「
昭
和
研
究
会
」
の
中

心
を
担
っ
た
。
戦
後
は
、
日
本
行
政
学
会
を
創
設
す

る
な
ど
、
戦
後
政
治
学
を
代
表
す
る
知
識
人
と
し
て
、

民
主
社
会
主
義
路
線
を
理
論
付
け
た
。
著
書
に
『
日

本
に
お
け
る
近
代
政
治
学
の
発
達
』（
一
九
四
九
）、

『
行
政
学
講
義
序
論
』（
一
九
五
〇
）、『
政
治
学
原
理
』

（
一
九
五
二
）な
ど
。

「
世
界
史
に
お
け
る
現
代
の
ア
ジ
ア
」

〈
初
出
・
底
本
〉『
中
央
公
論
』
一
九
五
五
年
一
月
号
。

上
原
專
祿（
う
え
は
ら　

せ
ん
ろ
く
、
一
八
九
九
―

「
国
際
民
主
主
義
の
原
理
」

〈
初
出
・
底
本
〉『
世
界
』
一
九
四
六
年
一
月
号
、
岩

波
書
店
。

横
田
喜
三
郎（
よ
こ
た　

き
さ
ぶ
ろ
う
、
一
八
九
六

―
一
九
九
三
）は
愛
知
県
生
ま
れ
の
法
学
者
。
第
三

代
最
高
裁
判
所
長
官（
一
九
六
〇
―
六
六
）。
日
本

を
代
表
す
る
国
際
法
学
者
と
し
て
、
終
戦
直
後
の

論
壇
を
リ
ー
ド
し
た
。
著
書
に
『
国
際
法
』（
一
九
三

三
）、『
天
皇
制
』（
一
九
四
九
）、『
自
衛
権
』（
一
九
五

一
）な
ど
。

「
文
化
国
家
の
理
念
」

〈
初
出
・
底
本
〉『
文
明
』
一
九
四
六
年
六
・
七
合
併

号
、
文
明
社
。

高
山
岩
男（
こ
う
や
ま　

い
わ
お
、
一
九
〇
五
―
一

九
九
三
）は
山
形
県
生
ま
れ
の
哲
学
者
。
京
都
帝
大

教
授
と
な
り
、
鈴
木
成
高
ら
と
京
都
学
派
を
形
成

し
た
。
公
職
追
放
解
除
後
は
複
数
の
大
学
教
授
を

歴
任
、
晩
年
は
教
育
学
に
関
心
を
深
め
た
。
著
書
に

『
世
界
史
の
哲
学
』（
一
九
四
二
）、『
場
所
的
論
理
と

呼
応
の
原
理
』（
一
九
五
一
）、『
教
育
哲
学
』（
一
九
七

六
）な
ど
。

「
三
た
び
平
和
に
つ
い
て
」

〈
初
出
・
底
本
〉『
世
界
』
一
九
五
〇
年
一
二
月
号
。
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作
品
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史
教
科
書
を
つ
く
る
会
」
の
理
事
を
務
め
る
な
ど
、

ポ
ス
ト
冷
戦
の
保
守
論
壇
を
主
導
し
た
。
著
書
に

『
市
場
・
道
徳
・
秩
序
』（
一
九
九
一
）、『
象
徴
天
皇

制
度
と
日
本
の
来
歴
』（
一
九
九
五
）な
ど
。

「
な
ぜ
、
平
和
の
リ
ア
リ
ズ
ム
か
」

〈
初
出
・
底
本
〉『
平
和
の
リ
ア
リ
ズ
ム
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
四
年
）の
序
文
。

藤
原
帰
一（
一
九
五
六
―
）は
、
東
京
都
出
身
の
政
治

学
者
。
東
京
大
学
教
授
。
坂
本
義
和
に
師
事
し
、
戦

争
を
め
ぐ
る
記
憶
や
表
象
の
政
治
性
に
関
わ
る
研
究

で
注
目
を
浴
び
る
。
9
・
11
以
降
は
、
テ
ロ
時
代
の

平
和
論
を
担
う
代
表
的
存
在
と
し
て
、
広
く
論
壇
で

活
躍
し
て
い
る
。
著
書
に
『
戦
争
を
記
憶
す
る
』（
二

〇
〇
一
）、『
テ
ロ
後
』（
編
著
、
二
〇
〇
二
）、『
平
和

の
リ
ア
リ
ズ
ム
』（
二
〇
〇
四
／
二
〇
一
〇
年
に
新

編
）な
ど
。

集
さ
れ
広
島
で
被
爆
。
戦
後
は
、
政
治
思
想
史
研
究

に
お
け
る
先
駆
的
業
績
に
と
ど
ま
ら
ず
、
フ
ァ
シ
ズ

ム
批
判
を
嚆
矢
と
す
る
独
自
の
政
治
学
を
展
開
、
戦

後
民
主
主
義
論
の
代
表
的
存
在
と
し
て
積
極
的
な
発

言
を
続
け
た
。
著
書
に
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』

（
一
九
五
二
）、『
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
』（
一
九

五
六
―
五
七
）、『
日
本
の
思
想
』（
一
九
六
一
）な
ど
。

「
東
京
裁
判
・
戦
争
責
任
・
戦
後
責
任
」

〈
初
出
・
底
本
〉『
思
想
』
一
九
八
四
年
五
月
号
、
岩

波
書
店
。

大
沼
保
昭（
お
お
ぬ
ま　

や
す
あ
き
、
一
九
四
六
―
）

は
、
山
形
県
生
ま
れ
の
法
学
者
、
明
治
大
学
特
任
教

授
。
国
際
法
学
の
立
場
か
ら
日
本
の
戦
争
責
任
論
や

戦
後
補
償
論
を
展
開
す
る
の
と
並
行
し
、「
ア
ジ
ア

女
性
基
金
」
の
理
事
と
し
て
、
九
〇
年
代
以
降
の
民

間
の
償
い
事
業
の
中
核
的
役
割
を
担
っ
た
。
著
書
に

『
東
京
裁
判
、
戦
争
責
任
、
戦
後
責
任
』（
二
〇
〇
七
）、

『「
慰
安
婦
」
問
題
と
は
何
だ
っ
た
の
か
』（
二
〇
〇

七
）な
ど
。

「
日
本
は
み
ず
か
ら
の
来
歴
を

語
り
う
る
か
」

〈
初
出
・
底
本
〉『
ア
ス
テ
イ
オ
ン
』
第
一
八
号
、
Ｔ

Ｂ
Ｓ
ブ
リ
タ
ニ
カ
、
一
九
九
〇
年
。

坂
本
多
加
雄（
さ
か
も
と　

た
か
お
、
一
九
五
〇
―

二
〇
〇
二
）は
、
愛
知
県
生
ま
れ
の
政
治
学
者
。
日

本
近
代
の
経
済
思
想
を
対
象
と
し
た
政
治
思
想
史
研

究
の
の
ち
、
独
自
の
天
皇
論
を
展
開
。「
新
し
い
歴

「
現
実
主
義
者
の
平
和
論
」

〈
初
出
・
底
本
〉『
中
央
公
論
』
一
九
六
三
年
一
月
号
。

高
坂
正
堯（
こ
う
さ
か　

ま
さ
た
か
、
一
九
三
四
―

一
九
九
六
）は
、
京
都
府
生
ま
れ
の
政
治
学
者
。
京

都
学
派
の
中
核
を
担
っ
た
哲
学
者
高
坂
正
顕
の
次
男
。

京
都
大
学
卒
業
後
、
ア
メ
リ
カ
留
学
を
経
て
、『
中

央
公
論
』
で
論
壇
デ
ビ
ュ
ー
。
以
後
論
客
と
し
て
、

ま
た
京
都
大
学
教
授
と
し
て
活
躍
、
日
本
の
外
交
政

策
の
ブ
レ
ー
ン
も
務
め
た
。
著
書
に
『
海
洋
国
家
日

本
の
構
想
』（
一
九
六
五
）、『
国
際
政
治
』（
一
九
六

六
）、『
宰
相
吉
田
茂
』（
一
九
六
八
）な
ど
。

「
日
本
民
族
に
つ
い
て
」

〈
初
出
・
底
本
〉『
世
界
』
一
九
六
四
年
一
月
号
。

大
熊
信
行（
お
お
く
ま　

の
ぶ
ゆ
き
、
一
八
九
三
―

一
九
七
七
）は
山
形
県
生
ま
れ
の
経
済
学
者
、
歌
人
。

東
京
高
等
商
業
学
校（
現
・
一
橋
大
学
）卒
業
後
、
各

地
の
商
業
学
校
で
教
鞭
を
と
る
。
欧
米
留
学
後
関
心

を
広
げ
、「
家
政
学
」
の
指
導
者
と
し
て
戦
時
体
制

を
支
え
た
。
戦
後
は
独
自
の
自
省
的
立
場
か
ら
戦
争

責
任
論
を
展
開
し
た
。
著
書
に
『
戦
争
責
任
論
』（
一

九
四
八
）、『
日
本
の
虚
妄
』（
一
九
七
〇
）、『
生
命
再

生
産
の
理
論
』（
一
九
七
四
）な
ど
。

「
憲
法
第
九
条
を
め
ぐ
る
若
干
の
考
察
」

〈
初
出
・
底
本
〉『
世
界
』
一
九
六
五
年
六
月
号
。

丸
山
眞
男（
ま
る
や
ま　

ま
さ
お
、
一
九
一
四
―
一

九
九
六
）は
、
大
阪
府
生
ま
れ
の
政
治
学
者
。
東
京

帝
大
を
卒
業
、
助
教
授
に
就
任
す
る
も
、
陸
軍
に
召
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